
申央自動車道都留バス停が移転します。 

：諒「．一三∴∴二三∴二言 　　／ ／ 言義理′l′子l棚動導∴逼／′／′／争 なります。詳細な 

日程については‾7 器嵩諾戸部師駅中央道都留料金所 

ます。 

また、バス停移転後も周辺では工事を行っています。近隣にお住まいの方や高速バ 

スご利用の方にはご迷惑をおかけしますが、細心の注意を払って施工してまいります。 

ご理解とご協力をお願いします。 

間合先　中日本高速道路株式会社　大月保全・サービスセンター℡（22）2151 

富士・東部建設事務所　℡（22）7813 
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